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今金町民憲章

。民主主援にi触して生活を合理化して近代的な町じいた L乏しょう .

0 健康で勤労にはげむ明るい町にいたしましょう 。

。筏能をみがき護機の開発に努め豊かな町にいたLましょう。。教聾をたかめ楽 L(会主，舌できる平和な町にいたしましょう 。

制 定 昭 和42'手10月 1日
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子
ど
も
の
非
行
。

昭
和
五
十
八
年
の
ピ
ー
ク
を
鏡
巳
、

全
体
的
な
数
は
減
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、

依
然
、
憂
慮
す
べ
き
状
況
に
あ
り
ま
す
。

人
を
死
に
至
ら
し
め
る
犯
罪
や

強
盗
・
恐
喝
が
僧
え

非
行
の
，
質
H

が

ー
も
含
む
)

O
交
友
関
係

道
内
の
少
年
非
行
は

北桧山警察署管内(北部 4町)少年非行・補導状況

0少年非行・補導状況

補 導 少 年

34人

。行 為 別

昭
和
臼

19人
。学識別

• • 

年
を
ピ
ー
ク
と
し
て
減
少
傾
向
で

推
移
し
て
お
り
、
平
成
6
年
中
に

訓
導
し
た
非
行
少
年
は

5
3
8
2

人
で
、
前
年
に
比
べ
て

6
8
1
人

口
・
2
%減
少
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
少
年
を
取
り
巻
く
社

会
環
境
は
、
露
骨
な
性
描
写
を
盛

り
込
ん
だ
コ
ン
ピ

ュ

タ

l
ゲ

l

とラυた5子どちを非行1)\5守れ~1)'】

ム
ソ
フ
ト
な
ど
が
氾
漉
し
て
い
る

ほ
か
、
非
行
の
温
床
と
な
っ
た
り
、

非
行
を
誘
発
す
る
よ
う
な
営
業
が

次
々
と
現
れ
る
な
ど
、
次
代
を
姐

う
少
年
の
健
全
な
育
成
を
阻
筈
す

る
お
そ
れ
の
あ
る
有
害
な
環
境
が

め
だ

っ
て
い
ま
す
。

4砂夏休ゐ巴響える4砂

別
表
内
と
お
り
、
北
楠
山
署
管

内
で
は
平
成
6
年
度
に
補
導
さ
れ

た
少
年
が
日
名
と
前
年
の

M
名
に

比
べ

て
激
減
し
て
い
ま
す
が
、
そ

の
内
日
名
が
今
金
町
の
少
年
で
す
。

深
夜
俳
御
が
半
数
近
く
を
占
的
、

次
い
で
飲
酒
、
喫
煙
な
ど
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。

補
導
件
数
が
少
な
い

の
は
、
む

し
ろ
補
導
さ
れ
な
い
よ
う
な
場
所

を
選
ん
だ
り
、
巧
妙
に
な

っ
て
き

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

実際、犯罪や暴力事件ガ身近に感じられる世

の中です。子どもを深みに陥らせないよう、親

の役割を再確認してください。それでは夏休み

に、子どもを非行にはしらせない定めの家庭の

役割をみてみましよう。

夏休みに入ると、子ども疋ちは学校生活力ら

解放され、気持ちガ緩み、生活のペースガ乱れが

ち巳なります。このとき、「家ガおもしろく怠い」

などの不満や、「友人巳誘われて」といつだ賂奇

l山から非行にはしることが少なくありません。

青少年を非行からまもろう

子どもの劉むをキャッチしよう
• • 

1 

何
で
も
話
せ
る

雰
囲
気
が

家
庭
に
あ
り
ま
す
か

子
ど
も
が
親
に
話
し
か
け
て
く

る
の
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

l
ン
ョ
ン

を
と
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

親
は
、
何
で
も
隠
さ
ず
話
せ
る
雰

悶
気
を
、
家
庭
に
つ
く
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

2 

社
会
の
ル
ー
ル
を
正
し
く

教
え
、
子
ど
も
の
手
本
と
な

る
行
動
を
し
て
い
ま
す
か

子
ど
も
は
、
親
を
ま
ね
て
大
き

く
な
る
も
の
で
す
。
社
会
的
決
ま

り
を
教
え
、
親
の
生
き
る
姿
勢
を

さ
り
げ
な
く
み
せ
れ
ば
、
子
ど
も

は
感
じ
と
り
ま
す
。

3 

子
ど
も
の
よ
さ
を
認
め
、

子
ど
も
の
話
巳
耳
を

傾
け
て
い
ま
す
か

「
い
ま
忙
し
い
か
ら
あ
と
で
」

と
は
言
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う。

さ
さ
い
な
こ
と
で
も
需
を
聞

く
心
く
ば
り
を
し
て
く
だ
さ

い
。

そ
し
て
子
ど
も
の
よ
さ
を
認
め
、

必
ず
褒
め
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

〕2
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一
般
的
に
、
非
行
に
は
原
因
が
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

親
へ
の
反
発
で
あ
っ
た
り
、
社
会

や
家
庭
で
自
分
の
ス
タ
ン
ス
を
み

い
だ
せ
な
い
こ
と
で
あ

っ
た
り
、

ま
た
、
受
験
ス
ト
レ
ス
で
あ

っ
た

こ
れ
ら
が
何
か
の
形
で
解
消
で

き
れ
ば
よ

い
の
で
す
が
、
解
消
で

さ
ず
に
内
に
こ
も
っ
た
場
合
、
は

け
口
と
し
て
非
行
に
は
し
る
ケ
ー

ス
が
多
い
の
で
す
。

で
す
か
ら
、
子
ど
も
が
非
行
に

は
し
る
直
前
向
心
の
状
態
を
親
が

し
っ
か
り
キ
ヤ

y
チ
し
、
建
前
で

は
な
く
愛
情
を
も
っ
て
話
し
合
い
、

子
供
の
悩
み
や
ス
ト
レ
ス
を
解
消

す
る
努
力
を
す
る
こ
と
が
非
行
の

防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、

次
の
よ
う
な
非
行
の
前
兆
と
も
い

え
る
生
活
態
度
の
変
化
に
も
気
を

つ
け
た
い
も
の
で
す
。

O
言
楽
づ
か
い

(言
葉
が
乱
暴
に

主
っ
た
な
ど
)

O
生
活
習
慣

(帰
宅
時
聞
の
遅
れ

な
ど
)

O

服
装
や
持
ち
物

(ア
ク
セ
サ
リ

4 

し
か
る
と
き
で
も
、

ゆ
と
り
と
愛
情
を

も
っ
て
い
ま
す
か

子
ど
も
を
し
か
る
と
き
は
、
精

神
的
に
追
い
詰
め
て
は
い
け
ま
せ

ん
。「
お
ま
え
が
か
わ
い
い
か
ら
、

し
か
る
の
だ
よ
し
と
い
う
愛
情
表

現
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
た
い
も

の
で
す
。

5 

子
ど
も
の
こ
と
を

家
庭
で
よ
く

話
し
合
っ
て
い
ま
す
か

夫
と
要
は
、
子
ど
も
の
成
長
や

将
来
に

つ
い
て
話
し
合
っ
て
く
だ

さ
い
。
そ
れ
を
見
て
い
る
子
ど
も

は
、
親
は
白
分
の
こ
と
を
真
剣
に

考
え
て
く
れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

6 

子
ど
も
を
信
じ
て

い
ま
す
か

親
が
子
ど
も
を
信
じ
て
な
か

っ

た
ら
、
結
果
が
ど
う
な
る
か
詳
し

く
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
信

頼
関
係
が
あ
れ
ば
、

「親
を
困
ら

せ
た
く
な
い

」
と
い
う
気
持
ち
が

子
ど
も
の
心
に
芽
生
え
ま
す
。

)
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豊
寿
園
開
設

社
会
福
祉
法
人
寸
盟
寿
闘
し
が

開
設
初
年
を
迎
、
ぇ
記
念
式
典
と
祝

賀
会
が

7
月
8
目
、
町
民
セ
ン
タ

ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

同
図
は
昭
和
回
年

5
月
l
日
柏

山
管
内
初
の
特
別
養
護
老
人
ホ
|

周年記会戎典
hv
戸
津
理
事
長
か
ら
感
謝
状
が

わ
た
さ
れ
ま
し
た
。

加
周
年
を
祝
う

ム
と
し
て
定
貝
別
名
で
開
設
さ
れ

ま
し
た
。

式
典
に
は
関
係
者
ら

1
3

0
名

あ
ま
り
が
出
席
、
戸
禅
定
勝
理
事

長
が

「
町

社

協

病

院

と

一

層

連
携
を
衝
に
し
て
、
地
域
内
老
人

福
祉
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
担

っ
て
い
き
た
い
己
と
式
辞
を
述
べ

て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
式
典
に
お
い
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
や
理
事
と
し
て
功
績

が
あ
っ
た
方
々
に
感
謝
状
と
表
彰

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(
敬
称
略
)

0
感
謝
状

・
極
川
婦
人
会
・
袷
山
北
高
家
庭

ク
ラ
ブ
桂
川
老
人
ク
ラ
ブ

・
種

川
小
学
校
児
童
会
黒
須
隆
三
郎

.
市
内
谷
昭
義

0
表
彰
状

・
加

藤

五

郎

中

村

祐

吉

-
由

浅

秀

夫

勾， 、

高 石
f晶*1

ジ
ャ
ン
、
ホ
胤
申
・

よ
っ
て
と
い
祭
。

2
目
的

2
日
間
に
わ

デ

・
モ

レ
ン
を
会
場
に

ジ
ャ
ン
ボ
風
車
よ
っ
て
こ
い
祭
り

が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
町
民
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

7
月
1

主こ

り昨
年
は
天
候
に
恵
ま
れ
な
か
っ

た
祭
り
も
今
年
は
朝
か
ら
の
晴
天
。

政
吉

政
子• • 

ク
イ
ズ
や
各
種
ゲ
ー
ム

-
歌
謡

ンョ

l
・
ン
ャ
ン
ボ
秀
克
さ
ん
司

会
の
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
な
と
で
終
日

賑
わ
い

、
特
産
野
菜
の
即
売
会
、

各
種
出
宿
、
ビ
ル
図
な
と
が
立

ち
並
び
、
家
族
連
れ
や
職
場
内
仲

間
た
ち
が
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

吋
44
 

・世ザ
久川

市
・

f
り包
1

• 

いつまでも美しい
利別川にしましょうff

清掃活動実施

1
 

4
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利
別
川
消
流
保
護
の
会
の
呼
び
か
け
に
よ
る
河
川
消
掃
が

好
天
に
恵
ま
れ
た

7
月
1
目
、
い

つ
ま
で
も
美
し
く
、
き
れ

い
な
利
別
川
を
維
持
し
よ
う
と
一
斉
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
集
ま
っ
た
の
は
、
清
流
保
護
町
会
会
貝
を
は
じ
め
、

衛
生
委
員

・
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
員
・
函
館
開
発
建
設
部
職

員
な
ど

ω名
あ
ま
り
で
す
。

消
掃
は

5
1
6
名
の
班
編
成
と
な
り
、
上
流
の
住
吉
、
え
ん

堤
か
ら
今
金
橋
下
流
ま
で

2
時
聞
か
け
て
空
き
缶
や
ビ
ニ

ル
な
ど
無
法
に
捨
て
ら
れ
た
ゴ
ミ
が

2

t
ト
ラ
ッ
ク
い
っ
ぱ

い
に
集
め
ら
れ
ま
し
た
。

利
別
川
は
日
本
有
数
の
清
流
で
す
。
家
族
ぐ
る
み
で
こ
の

運
動
に
参
加
し
、
清
流
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
は
ア
ユ
や
ヤ
7

ベ
の
釣
り
人
が
増
え
る

た
め

H
7
ナ
ー
を
守
っ
て
、
川
を
き
れ
い
に
。
と
呼
び
か
け

て
い
ま
し
た
。

7
月
1
日
付

町
職
員
の
人
事
異
動

7
月
1
日
付
で
、
町
職
只
の
人

事
異
動
内
発
令
が
あ
り
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
(
)
は
前
職
。

①
総
務
部

総
務
部
長

(
企
画
調
整
課
長
兼
総

合
福
祉
施
設
開
設
準
備
室
長
)

川

島

紀

邦

車己
手目

川
島

主
幹
兼
総
務
係
長

(
総
務
係
長
)

藤

原

弘

一

王
幹
兼
財
政
係
長

(
財
政
係
長
)

八
重
樫
旨
雄

マ
企
画
調
整
課

課
長
(
同
補
佐
)

木
島

マ
総
合
福
祉
施
設
開
設
準
備
室

室
長
(
同
次
長
)

木

島

武

雄

マ
総
務
課

課
長
(
企
画
調
整
課
長
兼
総
合
福

祉
施
設
開
設
準
備
室
長
)

V軽妙な司会のジャンポさんVうまそ~な、においが Lます?

武
雄

le • 
①
経
済
部

マ
建
設
課

玉
幹
兼
管
理
用
地
係
長

(
管
理
用

地
係
長
)

相

田

守

マ
農
林
課

王
幹
兼
林
務
係
長
(
林
務
係
長
)

中

野

寛

①
議
会
事
務
局

事
務
局
長
(
総
務
部
総
務
課
長
)

坪

固

有

隆

王
幹
兼
庶
務
係
長
兼
議
亭
係
長

(
庶
務
係
長
兼
議
事
係
長
)

河
端

義
之

海
上
保
安
一
一
学
側
学
生
募
集

マ
受
付
期
間

大
学
校

8
月
況
日
1

9
月
ロ
日

学

校

8
月
幻
日
1

9
月
4
日

マ
受
験
資
格

大
学
校
|
昭
和
閃
年
4
月
2
日
以

降
に
生
ま
れ
た
者
で
次
に
掲
げ

る
も
の

学
校
|
昭
和
幻
年
4
月
2
日
以

降
に
生
ま
れ
た
者
で
次
に
掲
げ

る
も
の

①
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
者
及
び

平
成

8
年
3
月
ま
で
に
高
等
学
校

を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

②
高
等
専
門
学
校
の
第

3
学
年
内

課
程
を
終
了
し
た
者
及
び
平
成
8

年
3
月
ま
で
に
高
等
専
門
学
校
内

第
3
学
年
の
課
程
を
終
了
す
る
見

込
み
の
者

③
そ
の
他
大
学
入
学
資
格
検
定
に

合
格
し
た
者
等
人
事
院
が
①
に
掲

げ
る
者
と
同
等
の
資
格
が
あ
る
と

認
め
る
者

東
問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
、
瀬

棚
海
上
保
安
署
(
密
7
1
3
9
9

9
)
ま
で

北
海
道
市
町
村
職
員
共
済
組
合

職

員

採

用

試

験

案

内

1
、
試
験
峨
極共

済
組
合
業
務
全
般

2
、
保
用
予
定
人
員

1
名
(
上
級
職
)

3
、
受
験
資
格
昭
和
心
年

4
月

2
日
i
昭
和
的
年
4
月
1
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
者

4
、
受
付
期
間
平
成
7
年
8
月

凶
日

l
平
成
7
年
8
月
幻
日

5
、
試
験
日
時

・
場
所

平
成

7
年
9
月
打
日

北
海
道
大
麻
高
等
学
校

接
受
験
手
続
、
問
い
合
わ
せ
は
、

北
海
道
市
町
村
職
員
共
済
組
合

総
務
課
職
員
係

8
0
1
1
1

2

3

2

5

3
1
1
 〕5
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日
叫
回
目
的
節
目
を
迎
え
た
町
民

体
育
祭
が
体
育
協
会
、
町
内
会
・

自
治
会
連
合
会
的
共
催
に
よ
り

7

月
凶
目
、
今
金
小
グ
ラ
ン
ド
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

朝
か
ら
の
好
天
に
恵
ま
れ
、
幻

チ

l
ム
が
同
種
目
に
熱
戦
を
展
開

し
ま
し
た
。

参
加
者
全
員
、
に
ぎ
や
か
な
応

援
や
ハ

y

ス
ル
プ
レ

l
に
心
地
よ

い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

撃

レーに大声援

体欝題3

y、ッスyレブ

A

一一d
第40固

4

司歯
を
く
い
し
ば
っ
て
の
力
走

(
浅
野
内
匠
の
守
リ
レ
l
)

岳、
、、-..... -二一¥、

ー司、弘 、、『、

'砂
熱烈羽田援
v 

町内・自治会別成績表

優 勝 神 丘

準優勝 金 原

第 3位 大和町

第 4イ立 本 町

第 5イ立 八 束

第 61立 型車 昇

第 7位 中 里

第 8位 干主 )11 

第 9位 御 J1FLG4 ' 

第1Cイ立 曙 町

第11位 南 町

第12位 高美 町

第13位 南栄町

第14位 五是 村

第15位 昭和町

第16位 商工団地

第17イ立 栄 町

第18位 末広町

第191立 豊 回

第2C位 日の出町

第21位 東 町

第
何
回

社
会
を
明
る
く
す
る

巡
動
巡
川
パ
レ
ー
ド

J 

原
脱
走
化

ω功
蹴

認
め
ら
れ
る

神
丘
小
学
校

春
、
秋
の
年
2
回
実
施
し
て
い

る
「
空
き
缶
ゼ
ロ
運
動
」
な
ど
環

境
美
化
運
動
が
評
価
さ
れ
、

神
丘

小
学
校
が
術
生
回
休
述
合
会
か
ら

表
彰
さ
れ
、

7
月
内
日
に
大
塚
教

育
長
か
ら
田
村
校
長
へ
伝
達
さ
れ

ま
し
た
。

同
校
は
道
的
環
境
教
育
モ
デ
ル

校
に
平
成

7

8

年
度
の

2
ヵ
年

• • 
父
I手

光ら
2をの
毒受，H

-画1:1援
ー 運 )J

雲必

~ 

大
き
な
戸
で

W
h
父
通
安
全
u

四
つ
葉
学
校
街
頭
啓
発

四

つ

葉

学

校

(

美

利

河

花

石

中
里
・
盟
国
小
)
で
は
、
交

通
安
全
運
動
に
参
加
す
る
こ
と
に

よ
り
、
芯
識
を
高
め
て
い
こ
う
と

7
月

6
目、

「
交
通
安
全
街
頭
よ

び
か
け
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

児
輩
"
品
名
が

4
班
に
分
か
れ
、

地
域
特
産
品
セ
ン
タ
ー
前
向
国
道

で
交
通
安
全
め
よ
び
か
け
手
紙
や

マ
ス
コ
ッ
ト
を
配
り
な
が
ら
、
安

楠
山
北
部
の
瀬
棚
区
保
飽
司
会

が
7
月

3
目
、
。
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
u

に
ち
な
み
北
部
4
町

を
車
両

m
A口
に
よ
り
パ
レ
ー
ド
を

行
い
ま
し
た
。
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こ
の
運
動
は
、

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
に
お
い
て
力
を
合
わ
せ
、
犯

罪
の
な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う

と
す
る
全
国
的
な
運
動
で
、
役
場

前
に
お
い
て
法
務
大
臣
メ
ソ
セ

l

ジ
の
伝
達
が
行
わ
れ
、
明
る
い
社

会
実
現
の
協
力
を
求
め
て
い
ま
し

た

犯
罪
の
防
止
と

間
指
定
さ
れ
、
ま
す
ま
す
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

初
回
目
を
迎
え
た
光
の
皇
学
関

連
動
会
が

「
大
き
く
育
て
ふ
れ
あ

い
の
輪
」
を
テ
!
?
に

7
月
2

日
、
同
図
グ
ラ
ン
ド
で
関
川
聞
き
れ

ま
し
た
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
や
商
工
会

婦
人
部
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

協
力
の
も
と
に
趣
向
を
凝
ら
し
た

μ
競
技
に
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し

た。
遠
来
の
父
母
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
々
も
参
加
さ
れ
、
交
流
を
深

め
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
て
い
ま

し
た
。

会
運
転
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
大
き
な

芦
で
訴
え
ま
し
た
。

ド
ラ
イ
バ
ー
も
笑
顔
で
安
全
運

転
を
約
束
し
て
い
ま
し
た
。
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宮寺
尾回
す健
す?
むつ
ん宍. り

講潰
得意のポーズで聴衆をわかせる

宮尾すすむさん

。
人
生
は
健
康
で
明
る
く
楽
し
く
H

町

-
町
教
委

・
社
会
福
祉
協
議

会
保
健
推
進
委

・
衛
生
委
の
共

催
に
よ
る

「健
康
ま
つ
り
」
が
7

月
5
目、

H

ま
な
ぼ
う
話
そ
う
健

康
づ
く
り
u

を
テ
!
?
に
町
民
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
の

n
健
康
ま
つ
り
H

は
テ

レ
ビ
の
司
会
な
ど
で
活
問
中
の
宮

尾
す
す
む
氏
を
招
い
て
の
講
演
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ρ

人
生
は
健
康
で
明
る
く
楽
し

く
。
と
聞
出
し
た
総
出
で
宮
尾
さ
ん

は
現
夜
臼
歳
だ
が
必
歳
と
思
っ
て

い
る
と
し

。
自
分
に
錯
党
を
お
こ
さ
せ
る
こ

と
が
大
事

。
自
分
を
こ
ま
か
す
こ
と
で
明
る

く
健
康
に
な

っ
て
い
く• 

⑧
⑨
⑧
⑨
広

思
っ
た
通
り
、
い
や
思
っ
た
よ

り
楽
し
く
て
、
毎
日
ウ
キ
ウ
キ
し

て
い
ま
す
。
一

学
期
は
、
も
う
す

ぐ
終
わ

っ
て
し
ま
う
け
ど
、
一
学

期
だ
け
で
も
、

た
く
さ
ん
の
思
い

た
ら
、
わ
た
し
が
函
館
の
学
校
で

場

美
利
河
に
来
て

美
利
河
小
6
年

ヨこ
藤

美
晃
ぷ

円
枯
ら
し
た

5
年
間
よ
り
た
く
さ
ん

の
思
い
出
が
で
き
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

美
利
河
に
来
て
、
本
当
に
よ
か

っ
た
と
思

っ
て

い
ま
す
。

4
2
1
・s
・g
・-
-
1
・3
・e
-
F
e
-
-
g
e
e
F

…

佐

藤

孝

之

さん

山

本

町

川

川

町

6
月
か
ら
盟
寿
図
に
経
理
担

ス
ポ
ツ
は
何
で
も
得
意
で

当
と
し
て
勤
務
し
て
い
ま
す
。

ク

高
校
時
代
は
ピ
y
チ
ャ
l
、

4

一

番
と
し
て
硬
式
野
球
で
活
躍
。

駅

趣
味
は
音
楽
鑑
賞
。

若

h

・・・R
N
t
F
l

「事
務
が
基
本
で
す
が
、
入

、・E
7
l/
長

居

者

向

方

と

コ

ミ

ュ
ニ
ケ

l
シ

a------

-

』
司

da円
ふ

…

一・

F
-
4w-卜t
、

ー

ヨ
ン
を
と
り
、
楽
し
く
仕
事
が

…-
4

・・vt『

し
た
い
。
何
一中
に
も
株
雌
な
気

h

-

持
ち
で
頑
吸
っ
て
い
き
ま
す
U
と

一

『

I
l
l
i
-
-
l
l
l

抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

地
元
で
の
就
職
に
の
両
親
が

菩
ん
で
く
れ
、
親
孝
行
も
し
た

か
っ
た
。

u

と
笑
顔
で
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

。
若
い
と
忠
、っ
と
若
い
力
が
で
て

く
る
と
強
制
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、

日
本
町
社
長
5
0
0
人

の
番
組
の
秘
話
と
し
て
、
社
長
は

。
仕
事
を
楽
し
ん
で
い
る

。
目
的
と
夢
を
持
つ
と
辛
抱
と
い

う
力
が
わ
い
て
く
る
と
い
う
話
を

ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
語
り
口
で

披
露
し
、
3
2
0
名
の
聴
衆
を
楽

し
ま
せ
て

い
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
函
館
ま
で
の
見
学
遠

足、

今
金
町
を
い

ろ
い
ろ
ま
わ

っ

た
町
内
め
ぐ
り
、
瀬
棚
の
海
で
ラ

イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
人
に
招
待
さ

れ
た
魚
つ
り
、

地
域
的
人
、
そ
れ

ぞ
れ
の
親
た
ち
と
楽
し
く
赤
と
白

が
た
た
か
っ
た
運
動
会
、
美
利
河

混
泉
へ
の
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
、
そ

の
行
事
数
か
ら
も
わ
か
り
ま
す
。

で
も
、
同
じ
運
動
会
で
も
、
い
ま

ま
で
よ
り
、
ず
っ
と
心
に
銭

っ
て

い
ま
す
。

本
当
に
美
利
河
に
来
て
、
楽
し

く
て
楽
し
く
て
、
し
ょ
、
つ
が
あ
り

ま
せ
ん
。

一
学
期
だ
け
で
も
、
こ
の
楽
し

さ
で
す
か
ら
、
こ
れ
か
ら
、
二
学

期
、
三
学
期
は
ど
れ
だ
け
楽
し
い

の
か
、
と
思
う
と
、

ま
た
、
ウ
キ

ウ
キ
し
ま
す
。

最
後
に
、

正
直

い
っ
て
は
じ
め

は
、
不
安
で
し
た
。
友
達
が
で
き

る
か
、
本
当
に
、
思

っ
た
と
お
り

楽
し
い
学
校
な
の
か
。
で
も
、
今

は
、
そ
ん
な
心
配
し
な
く
て
よ
か

っ
た
な
、
と
思
っ
て

い
ま
す
。

本
当
に
美
利
河
に
来
て
よ
か

っ

た
で
す
/
こ
れ
か
ら
も
、
た
く
さ

ん
思

い
出
を
つ
く
り
た
い
で
す
。

.

⑬

‘

野
外
で
距
離
を
測
る

…~u
-一
一一
の
に
、
メ
ジ
ゃ
な
ど

一…
円

M
仇一
の
測
る
道
具
ガ
広
く
て

需

品
思
一

因
つ
芝
こ
と
は
あ
り
ま

向
。

，
出

せ
ん
か
。
こ
ん
な
と
き
、

一一一

臣

役
に
立
つ
の
ガ
蓄
や

山一

M
4
a

目
測
で
す
。

dnド
l
血

歩
測
と
は
、
歩
い
て

歩
殺
で
距
離
を
測
る
こ
と
で

写
。
コ
ル
フ
中
継
で
、
ゴ
ル

フ
戸

l
ガ
ク
リ
ー
ン
上
で
ボ

ー
ん
か
ら
力
V
フ
ぎ
で
の
距

ご

離
を
歩
い
て
測
っ
て
い
る
光

臨

景
を
貝
だ
こ
と
ガ
あ
る
と
恩

院

い
ま
す
。
こ
れ
ガ
歩
測
で
す
。

仏

事
前
に
自
分
の
歩
帽
を
測
っ

札

て
覚
え
て
お
き
、
お
お
よ
そ

ゅ

の
目
安
に
し
て
い
る
の
で
す
。

在

男
性
の
場
合
、
普
通
に
歩
い

1

て
歩
幅
は
六
十
セ
ン
チ
ぐ
ら

い
で
す
。
一
歩
で
な
く
、
二

歩
分
の
歩
幅
で
覚
え
て
お
く

の
ガ
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

寸
イ
ツ
チ
一
一

ィ
、
イ
ッ
チ
ニ
ィ
」
と
数
え
れ
ば、

誤
差
も
少
な
く
な
り
ま
す
。

目
測
と
は
、
自
分
量
で
長
さ
わ
高

さ
、
広
さ
を
測
る
こ
と
で
す
。
こ
こ

で
は
、
長
さ
を
測
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

視
力
一
二
の
人
で
、
遠
く
に
い
る

人
の
恨
の
色
ガ
分
力
る
の
は
五
百
メ

ー
ト
ル
ぐ
ら
い
、
手
を
猿
っ
て
い
る

の
ガ
確
認
で
き
れ
ば
、
四
百
メ

ド

ル
ぐ
ら
い
の
距
離
で
す
。
近
い
と
こ

• • 
警ご望書 野外で試そう歩測や目測 お重野tS号望号
方芝南十 で知外 ぐい点れは
角身 EE二太墜を と年にを望ガてこ重量て する でら、にぱ 、
を近万時陽町知腕い輔、貝ロら木れい、。方道い顔見五棺
潟UIJ角のに言iる鯖うの木てはで々は側不不法にのガえ十手
つ万に方短 を こ計こ聞の判、すガ、ガの々も迷 E巨見るメの
て法当向針地とをと隅切断遠 。葉太お葉の覧つ総えな|目
み で だ とを面 も使ガガりしく分や陽おや 茂え 疋でれらトガ
ま、り短向とでつ分広株まのか授のむ校りてとすぱ百 lしは
せ野 cr針け水きてかけをす山りを光ねの臭おき 。二メぐ っ
ん外すと、平ま、りれ重量 。のに広を 南茂合き に 百|らき
かで。の 文にす 万まぱ尺さ木くげ求で みをた 、 メトいり
。距こ 中字し 。活弓南 、ら々いるめ 弓 ガ 買 い方 |ル、と
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: づ今の戸イドjレ ------~-- -…
少宮本件

平成 5年 10月31日生まれ ・r 咽
1南提町宮本 彫 丸 、 敬 桂 、の長男 rィム. 二~' 2.
! [親から A¥ f.'._ 
jJ3315fU;21LL | よí/~開 i
iちょ っぴり聞を出し拍めたようです。 I.... 圃凶・・・園長，; 
1 拙服で削 らかな気持ちのやさ Lい子 I .. ・・・・・・・・・・・・・・・・F司
。になってもらいたいです. 也 、宇，

白圃圃圃圃‘笹森綾香、 ; 
・・・・・・・r寸 (平成 5，手 l月 10日生まれ)

- ベ 司圃圃 上豊田笹轟眠、、 睦費、町長女

圃.-.:. "・・・・ 最近覚えたばかりの哲葉を粧って ;

園田・・v 司司置・・・ 韓り返す.でも 、その続き がない町凶'" 司.早〈 、言葉を覚えて続きをおしえ l

俳 句

~ ~~~夏2 奥?砦2 人E 白 t
f i主2の飛ひ き待2 玉E

き 雨~ "甲信自のてや
l' u 歩"をのば衣ぃ

と の指L 津ヲタ1桁i
'J j.ji，呼ニ軽Zべに
のらに 三日 に喪&
夜t ぬ旅E 昧み相~. ß~t 
の老u 飽ご斜lZ聴き 疲z

f明tひの花2ふれ
~ .&!J干の朴iiの自主を
し 杖2業u 下Eきり

昧み 沓u

噌そ 蔽ら

芳戸 iま伊杉今
賀ざ ホf

溜ま藤本"'

あ 慶+翠あ白
書 紀 井
え秋夫女い手

利別俳句会
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平
成

8
年
度
町
村
職
員

の
採
用
試
験
に
つ
い
て

平
成
8
年
度
町
村
峨
只
採
用
試

験
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

戸
】コヨ

1
、
受
付
期
間

平
成
7
年
8
月

日
日
ω
i
hU
日
附

2
、

試

験

日

平

成

7
年
9
月

げ
日目間

3
、
採
用
予
定
(
今
金
町
)

上
級
2
名
、
初
級
1
名

接
受
付

問
い

合
わ
せ
に
つ
い
て

は
総
務
謀
総
務
係
ま
で

インフ矛rメーション

老
齢
福
祉
年
金
を

受
け
取
っ
た
ら

証
書
の
提
出
を

老
齢
福
祉
年
金
を
受
給
し
て
い

る
方
は
、
毎
年、

所
得
状
況
届
に

国
民
年
金
証
書
を
添
え
て
、
現
況

の
届
出
を
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い

ま
す
。

こ
の
現
況
屈
に
よ
り
、
本
年
8

月
か
ら
翌
年
7
月
ま
で
の
支
給
額

を
決
定
し
年
金
証
書
に
記
入
し
て

お
返
し
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、

8
月
日
日
以
降
、

年
金
を
受
け
取
り
ま
し
た
ら
、
国

民
年
金
証
色
を
忘
れ
ず
に
役
場
に

模診を受けて明るい健康づくり

8月みんな

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
町
民
福
祉
課
年
金
係
〉

献
血
の
お
知
ら
せ

8
月
日
日

ωは
献
血
の
日
で
す
。

採
血
の
前
に
は
必
ず
医
師
が
診
察

い
た
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

戸い
舌
ロ

ー
、
役
場
前

9

∞l
u

m

2
、

ンヨ

y
ピ
ン
グ
プ
ラ
ザ
前

3
・
0
1
4
・
0

3
、
決
協
横
日
目

。
鉛
i

m

m叫

〈
町
民
福
祉
謀
術
生
係
〉

花
を
持
ち
帰
ら
な
い

で
く
だ
さ
い
グ
・

オ
ラ
ン
ダ
通
り
の
花
壇
か
ら
チ

ュ
リ
ッ
プ
や
花
が
持
ち
去
ら
れ

て
い
ま
す
。

町
内
会
や
各
団
体
が
手
入
れ
し
、

丹
精
込
め
て
大
切
に
育
て
て
い
る

も
の
で
、
多
く
の
町
民
が
楽
し
み

に
し
て
い
る
も
の
で
す
。
こ
の
よ

う
な
行
為
は
併
さ
れ
る
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
町
民
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。• • 
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7. 7. 10 

個
人
事
業
税
の
第

一
期
分
の

納
期
限
は

8
月
日
出
日
で
す

。
課
税
の
対
象
と
な
る
主
な
事
業

商
庖
経
営
な
ど
の
物
品
販
売
業
、

ア
パ
ー
ト
経
営
な
ど
の
不
動
産
貸

付
業
、
人
を
雇
っ
て
営
む
畜
産
業

や
水
産
業
、
医
業
、
前
科
医
業
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

。
納
税

支
庁
な
ど
か
ら
送
付
き
れ
る
納

税
通
知
性
に
よ
り
、
8
月

(第

一

期
)
と
日
月

(第
二
期
)
の
2
固

に
分
け
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

た
だ
し
、
年
税
制
問
が

1
万
円
以

下
町
場
合
は
、

8
月
の
納
期
に
金

制
削
を
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

第

一
期
分
の
納
期
限
は

8
月
幻

日
で
す
。
忘
れ
ず
に
納
期
内
に
納

め
ま
し
ょ
う
。
簡
単
便
利
な
口
座

振
替
で
納
め
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

斑
詳
し
く
は
、
柏
山
支
庁
税
務
課

ま
で

2
0
1
3
9
5
1
2
1
1
0
1
0
 

外
国
人
の
不
法
滞
在
・
不
法

就
労
の
防
止
の
お
願
い

こ
こ
数
年
、
我
が
国
と
周
辺
諮

問
と
の
経
済
格
差
な
ど
を
安
因
と

し
て
、
就
労
な
ど
を
目
的
と
し
た

• • 

行
方
不
明
書
相
談
所
開
設

{
相
談
所
へ
お
い
で
に
な
る
方
へ
】

家
出
し
た
人
、
行
方
不
明
に
な

っ
た
人
の
特
徴
と
な
る
傷
、
手
術

あ
と
、
ほ
く
ろ
、
あ
ざ
、
服
装
、

所
持
品
な
ど
を
出
来
る
だ
け
詳
し

く
調
べ
て
お
い
で
下
さ
い
。

ま
た、

写
真
が
あ
り
ま
し
た
ら

お
持
ち
下
さ
い
。

家
出
を
し
た
人
や
、
行
方
不
明

に
な

っ
て

い
る
人
を
捜
し
た
り
、

亡
く
な

っ
た
方
で
身
元
を
調
査
し

て
家
族
や
遺
族
の
方
々
に
お
知
ら

せ
す
る
た
め
、
道
警
で
は

9
月
に

「
行
方
不
明
者
相
談
所
」
を
開
き

ま
す
。

貧
血に

つ
い
て

貧
血
と
い
う
と
、
立
ち
く
ら
み
、

脳
貧
血
を
思
い
う
か
べ
が
ち
で
す

が
、
簡
単
に
食
胤
を
定
義
す
る
と

「
血
液
の
濃
度
が
薄
い
」
と
い
う

こ
と
で
す
。

こ
の
貧
血
の
な
か
で
も
多
い
の

が
鉄
欠
乏
性
貧
血
で
、
原
因
と
し

て
は
鉄
の
摂
取
不
足
や
体
内
で
鉄

が
大
量
に
使
わ
れ
て
し
ま
う
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
成
人
女
性
の

場
合
は
、
月
経
に
よ
る
出
血
・

子

宮
筋
腫

・
極
端
な
ダ
イ
エ

y
ト
の

た
め
の
偏
食
な
ど
、
男
性
で
は
痔

疾
巾
十
目
前
協

・
十
二
指
腸
債
務

な
ど
に
よ
る
出
血
な
ど
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
貧
血
の
症
状
と
し
て
は

動
停
・
息
切
れ
・耳
鳴
り
が
す
る
・

顔
色
が
悪
い
な
ど
が
あ
り
ま
す
が

多
く
の
場
合
、
か
な
り
重
症
に
な

っ
て
初
め
て
気
づ
く
、
か
な
り
進

ん
で
か
ら
で
な
い
と
気
づ
か
な
い

の
が
鉄
欠
乏
性
貧
雌
め
特
徴
と
い

え
ま
す
。

貧
血
の
験
査
は
血
液
を
採
っ
て

調
べ
ま
す
。
通
常
の
血
液
検
査
で

赤
血
球
の
数
が
少
な
い
か
、
ヘ
モ

グ
ロ
ビ
ン
の
濃
度
は
ど
う
か
を
チ

エ
y
ク
し
ま
す
。
そ
の
他
赤
血
球

的
大
き
き
ゃ
血
液
中
町
鉄
の
訟
を

調
べ
ま
す
。

鉄
欠
乏
性
貧
血
を
治
す
に
は
鉄

分
の
補
給
が
線
本
と
な
り
ま
す
。

鉄
分
的
補
給
は
鉄
剤
と
食
事
に
よ

る
摂
取
に
よ
り
ま
す
。
鉄
剤
の
服

外
国
人
が
数
多
く
入
国
し
、
そ
の

多
く
が
不
法
問
問
留
者
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

笹
察
で
は
関
係
機
関
と
協
力
し
、

o
不
法
滞
在
外
国
人
に
よ
る
、
殺

人
や
強
盗
な
ど
凶
惑
犯
罪
の
防
止

。
来
日
外
国
人
が
、
事
件
事
故
の

被
害
者
に
な
ら
な

い
よ
う
防
犯
保

践
活
動

。
雇
用
主
に
対
し
、

外
国
人
的
適

法
雇
用
が
行
わ
れ
る
よ
う
働
き
か

け
る
こ
と
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

{
北
怜
山
鵬首
祭
器
〉

【
実
施
場
所
}

9
月
5

6
日
函
館
中
央
警
察
署

9
月
7
日

江
差
警
察
署

警
察
は
、
関
係
者
個
人
の
名
誉

と
秘
密
は
厳
重
に
守
り
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
ご
相
談
下
さ
い
。

な
お
、
相
談
所
へ
来
ら
れ
な
い

方
は
北
粉
山
警
察
署
ま
た
は
今
金

交
番
で
ご
相
談
下
さ
い
。

用
に
よ
り
血
液
検
査
が
正
常
に
も

ど
っ
た
ら
3
1
4
ヶ
月
ご
と
に
検

査
し
て
貧
血
が
再
発
し
て
い
な
い

か
チ
エ

y
ク
し
ま
す
。
短
期
間
で

の
再
発
に
は
、
れ皿
初
気
づ
か
な
か

っ
た
原
因
と
な
る
病
気
の
可
能
性

が
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
再
検
査
は

大
切
で
す
。

ま
た
、
鉄
を
多
く
含
ん
だ
食
事

の
ポ
イ
ン
ト
は
、
偏
食
せ
ず
に

1

日
3
食
き
ち
ん
と
と
る
こ
と
が
原

則
で
す
。
鉄
の
多
い
食
品
は
レ
バ

ー

-
大
豆

・
し
み
豆
腐

・
あ
さ
り

か

き

ほ

う

れ

ん

草

ひ

じ

き

・
ご
ま
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
今
ま

で
の
食
生
活
を
見
直
し
、
規
則
正

し
く
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を

続
け
て
い
く
こ
と
が
な
に
よ
り
大

切
で
す
。

1
 

1
 

1
 

〔



日月の体目当番医
や令や 住民の動態 やや令

6月末現在

(前月対比)

7，376人 (-9 ) 

3，553人 (-4 ) 

3，823人 (ー 5) 

2，571世帯 ( 2) 

人口

男

女

世帯数

智也5321

密②0324

2②0221 

fi@5011 

(北楠山)

金)

(今金)

( ~ヒ粍I山 )

北格山町国保病院6日

(今院

今金町国保病院

医国富13日

20日

i宜南ロイヤノレ病院27日

(保護者

h

「，
〉
」でめお-勺，

炉

AF

ueiA

ド
I
M

と
リ
寸

ん
M
優

たお図

椴治)大和町

浩司 江(大和町)=瀬戸有美子江(南栄町)

卓次弘(上金原)土木嶺可奈美さん(八雲町)

宏之江(トマノケン)=加藤ひと みさん(トマンケン)

圏おくやみもう Lあげます
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※ 7 月 20 日畳付分ま で記~~

今
金
イ

l
グ
ル
ス

全
道
大
会
に
向
げ

猛

練

習

少
年
野
球
チ
ー
ム

「
今
金
イ
l

グ
ル
ス
」
が

8
月
1
1
3
日
に
向

山
球
場
で
開
催
さ
れ
る
ホ
ク
レ
ン

旗
争
奪
第
日
回
北
海
道
少
年
軟
式

野
球
選
手
権
大
会
に
槍
山
の
代
表

と
し
て
出
場
し
ま
す
。

7
月

8
・
9
日
に
熊
石
町
で
行

わ
れ
た
相
山
大
会
に
優
勝
。
全
道

大
会
で
の
初
戦
突
破
を
め
ざ
し
て

猛
練
習
を
し
て
い
ま
し
た
。

7月13日

固いつまでもおしあわせに

y，谷崎

y，飯田
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• 
34歳

83歳

84歳

7月8日

7月11日

7月10日

干さん

蔵さん

菊太郎さん

If:! 
Il'..' 

栄場

佐々木

聞

大

西
発
行
/
北
泡
道
舎
金
町
役
場
日
間
②

G
A
I
n
-
-
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• 

日
ご
ろ
の
防
犯

活
動
み
の
る

北
海
道
警
察
本
部
長

表
彰
受
け
る

今
金
町
防
犯
協
会
(
会
長
村
本

光
夫
)
が
北
海
道
警
察
本
部
長
表

彰
を
受
け
、

6
月
2
日
に
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

歳
末
特
別
防
犯
街
頭
啓
発
な
ど

地
域
を
あ
げ
て
の
安
全
活
動
と
犯

罪
や
事
故
の
な
い
明
る
い
街
づ
く

り
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。
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